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名古屋大学の卒業生、
現役・退職後の教職員の方々へ

海外に渡る名大生たち

249

名大が受け入れている外国人留学生の数は、1980年
代から増え始め、2000（平成12）年に1,000人、2012年
度に2,000人を超え、2023年度は2,640人になっています。
これに対し、海外に留学する名大の学生の数が多くなっ
たのは、意外にも比較的近年のことです。

留学する名大生の数は、2005年度にようやく188人、
その後も伸び悩み、2009年度になっても150人にとど
まっていました。それが、2009年4月に濵口道成が総長
に就任すると、状況が大きく変わることになりました。
「名古屋大学からNagoya Universityへ」を大学運営

のスローガンに掲げた濵口総長は、名大生の海外留学に
も積極的であり、そのための教育の質の向上に取り組み
ました。まずは海外留学の前提となる学生の外国語能力
の強化です。特に英語については、2009年から独自の
教材やカリキュラムにTOEFL等の世界標準試験の活用
を組み合わせた英語教育を実施しました。また、海外の

大学での英語以外の言語を含めた語学研修プログラム等
を通じて、地元志向が強いと言われることもある名大生
が異文化に直接触れられる機会を増やしました。

そのほか、2011年度から始まった博士課程教育リー
ディングプログラムでも、多くの学生を海外研修に派遣
しました。さらに、「大学の世界展開力強化事業」によ
る学生交流プログラムの推進等を通じて、海外への留学
や研修を学修単位として認める制度を設けました。ま
た、名古屋大学基金を利用して海外留学奨励制度を創設
し、渡航費補助を行いました。

こうして、濵口総長の任期最終年度の2014年度には
733人もの名大生が海外留学を経験するようになりまし
た。濵口総長は、1,000人をめざしたいと述べて任期を
終えましたが、その翌年度には1,000人を突破しました。
その後、感染症による危機を乗り越えて、海外に渡る名
大生の数はさらに増えています。

1　�名古屋大学学生の海外留学者数の推移（各年度の『名古屋大学プロフィール』による）。
2020年度以降はオンライン留学を含むが、2023年度はそれを除いても1,315人を数えた。
同年度の留学先（オンライン留学除く）は、281人のアメリカが最も多く、148人の韓国がそ
れに次ぐ。

2　�中国上海の同済大学での短期中国語研修（2011年度）。
3　�フライブルク市のイベントで、ドイツ語で日本文化を紹介する名大生（2017年、全学教育科目
「欧州現代事情Ⅰ」の短期研修）。
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